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廃墟と化したサラエボで：詩人八ムザは瞳に希望をたたえた少年たちと出逢った。

第10回東京国際映画祭グランブリ•最優秀監督賞受賞
第50回カンヌ国際映画祭監督週間オーブニング作品
第 1 回フランソワ・シャレ賞、カンヌ・ジュニア賞

バリ国際映画祭審査員特別賞受賞
ロカルノ国際映画祭正式出品作品●エルサレム映画祭ヴァン・リール賞受賞

ケベック映画祭観客賞受賞●サラエポ映画祭オープニング作品
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撮影／ミレンコ・ウヘルカ配給〇大映（1997年／ポスニア・フランス合作）

LECERCLE •—f [h, 』印NASS[fNT如T10NALI OO<lJMOO叫EV0mUSEYf ON訊ヽ．ucLvrn: NA110NALDEU叩皿TOG血IE.b...-•CANAi.•.•·-四叫，●bfffV邸 n ●M細出
PARFAIT ーと戸瑯畑山慮籾叩―b叩T如匹o⑱EK11V 匹S1lJlJiOnk-•UFONm110NGAN双血m皿・ービがI5FIUISDU LOSANGE -



言葉を失った詩人と、
幼い戦争孤児の出逢い

1991 年に始まったユーゴ紛争は、翌年4月、

ボスニアに飛び火し、首都サラエボはセルピ

アの勢力に包囲された。詩人・八ムザの妻と娘

は街を脱出し、八ムザはわすかな酒と自ら

の死の幻影と暮らす、孤独な日々を送っていた。

激しい銃撃と冷たい雪に閉ざされたその年

の冬、ハムザの家に幼い戦争孤児の兄弟が迷

い込んできた。兄のケリムは耳が聞こえない

が、弟のアーデイスと懸命に助け合い生きて

いる。二人の無垢な心と接するうちに、八ム

ザの心の闇も薄れ、やがて三人の間には家族

のような交流が生まれはじめた一ー。

戦火の街で誕生した
真実の“サラエボ物語”

「パーフェクトサークル」の製作は、サラエ

ポが包囲された1992年に始まった。ケノヴィ

ッチ監督は、詩人アブドウラフ・シドランと

戦火のサラエポにとどまり、砲撃のために穴

だらけになったホリテイ・インの一室でこの

映画の脚本を書き続けた。同時にケノヴィッ

チ監督は、銃弾の飛び交う街に出て、周囲で

おこる出来事を、毎日カメラに収めるという

作業を続けた。やがて彼らは苛酷な日々の中

で、映画に新しい方向を見い出した。

「悲惨な現実に対して、私たちは詩のように

簡潔で小さいけれど、素晴らしい出来事を積

み重ねることによって生き延びる方法を見つ

けたのです」。この映画には、当時のサラエポ

市民の生活が描かれている。ケノヴィッチ監

督は、傷ついた犬を命を賭けて救う少年の話

など、実際に経験した出来事を、美しい詩の

ような映画に昇華させた。

ユーゴ問題は分りにくいといわれるが、人と
しての生と死、愛、友情はこの映画により国
境を越えて強烈にあなたのものとなります。

小山内美江子さん品＊：ら（J：；・代表）

戦火の下、子ともと大人が血縁を越えて、共
に生きる姿。“その真摯な姿と、平和への姿勢

」と分かち合いたい。

され（作家）＇

そして1996年、
奇跡のキャストを得て
撮影は再開された。
脚本のシドランの分身ともいえる詩人八ム

ザを演じたムスタファ・ナダレヴィッチは、

「バパは、出張中／」の1臼父役で日本でも知ら

れるベテラン俳優。彼はタイトルにもなって

いる＂完璧な円＂を劇中見事に一筆で描いて

みせた。またそれ以上に素晴らしいのが、戦

争孤児の兄弟を演じた二人の幼い子供たちで

ある。4,000人以上の子供たちから監督が最後

に選んだのは、難民キャンプにいたこの少年

たちだった。彼らはそれまで、映画を観たこ

とが一度もなかった。
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耳の聞こえない兄ケリムを演じたアルミ

ル・ポトゴリッツアは“天性の俳優”であり、

厳しい寒さの中、早朝からの撮影に誇りをも

って挑み、弟アーデイスを演じたアルメデイ

ン・レレタは、撮影がすすむにつれ、ハムザ

を自分の新しい父親だと思うようになったと

いう。

タイトル「完璧な円」の意味

ケノヴィッチ監督は、二度と戦争の過ちを

繰り返してはならないと、平和への祈りをこ

めてこの映画を製作した。ここには、生命の

尊さを謳い、人間の優しさを信じようとする

監督たちの思いがあふれている。

ケノヴィッチ監督は、サラエポで起きたこ

とは市民の間の戦争ではなく、市民に向けら

れた戦争だったと断言している。だからこそ

映画には、敵としてのセルピア人は描かれて

いない。むしろ、八ムザと子供たちを始終助

ける隣人が、＂マルコ＂というセルビア名であ

ることを、見逃すことはできないだろう。

タイトルの「パーフェクトサークル」につ

いては、“包囲されたサラエポ”“調和への祈

り”“新しい家族＂など様々な見解があるが、

来日したケノヴィッチ監督は、観客のひとり

ひとりが感じたことがその答えになる、しか

し自分としては“戦火の中で、人間性を保と

うとするサラエボの人たちの共存＂といわれ

たことが一番嬉しかったと語っていた。

1997年／ポスニア・フランス合作／ポスニア匿
カラー・ 108分／配給・大映
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